
軍民両用研究とは何か
―科学者の使命と責任について
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日本学術会議 連携会員

京都大学名誉教授
（公財）先端医療振興財団 臨床研究情報センター

センター長 兼 研究事業統括

福島 雅典

Thou shalt not follow a multitude to do evil.
‐ Lady Russel, grandmother of Bertrand Russel
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現代社会における科学とは何か？

現代社会における科学者のあり方とは？

現代社会における大学のあり方とは？

Questions Addressed
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本日の論点

1. 科学・技術者国之大事。
死生之地、存亡之道、不可不察也。
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2. 有機械者必有機事。
有機事者必有機心。

3. 吾盾之堅、莫能陥也。
吾矛之利、於物無不陥也。 （矛盾之説）

4. 過而不改、是謂過矣。

荘子

倣 孫子

論語

韓非子
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人類未曾有の医学・医療革命真っ只中
Chain of Disruptive Innovations

1. ゲノム・免疫医学革命

2. 幹細胞医学革命

3. サイバニクス・BM/CI革命

4. ナノテクノロジー革命

5. IT革命 → AGI
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Singularity
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日本再興戦略
-JAPAN is BACK-
平成25 年６月14 日

○医薬品・医療機器開発、再生医療研究を加速させる規制・制度改革 P.64
（中略）

・「日本版 NIH」の創設に向けた検討とも整合した形で、臨床研究中核病院等を中核的な医

療機関として医療法に位置付ける他、必要に応じて所要の措置を講じ、高度な専門家と十
分な体制を有する中央治験審査委員会及び中央倫理審査委員会の整備、ARO（多施設共

同研究を始めとする臨床研究・治験を実施・支援する機関）構築により、ニーズを踏まえた、
高度かつ専門的な臨床研究や治験の実施体制を整備する。

<日本再興戦略より抜粋>
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②医療関連産業の活性化により、必要な世界最先端の医療等が受けられる社会
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52017/2/4 日本学術フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会議の立場』

AMEDによる
一元・一貫管理

History of Medical Innovation Projects
医療イノベーション創出事業の歴史

2007～2011年度
文科省TR支援推進プログラム

2012年度～
厚労省 日本主導型グローバル
臨床研究体制整備事業

2004 2005 2006 2007 2008    2009    2010  2011 2012 2013 2014 2015 ・・・・

2012年度～
文科省TR加速ネットワークプログラム

2011／2012年度～
厚労省 早期・探索的臨床試験拠点整備事業

臨床研究中核病院整備事業
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2012年～
厚労省 難治性疾患実用化研究事業

2004～2008年
文科省 がんTR事業

2006～2007年
第一次安倍内閣

2013年度～
革新的医療技術
創出拠点プロジェクト

2015年8月～
臨床研究中核病院

（現在8施設が指定）

2015年度～
難病プロジェクト
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医療イノベーション創出国家プロジェクト
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拠点名 名称 新規・改良 承認・認証 承認・認証日

1 北海道臨床開発機構 内視鏡手術ナビゲーター 改良 承認 平成24年3月5日

2 北海道臨床開発機構 金マーカ刺入キット 改良 承認 平成24年4月26日

3 北海道臨床開発機構 X線治療装置用動体追跡装置 改良 承認 平成25年3月22日

4 北海道臨床開発機構 動体追跡陽子線治療装置 改良 承認 平成26年8月14日

5 北海道臨床開発機構 コーンビームCT拡張機能 改良 承認 平成27年3月30日

6 北海道臨床開発機構 ドッピー 改良 認証 平成27年7月16日

7 北海道臨床開発機構 短飛程治療用器具 改良 認証 平成27年9月17日

8 東北大学 歯科切削加工用レジンディスク 改良 認証 平成27年2月27日

9 東京大学 オノアクト® 改良 承認 平成25年11月22日

10 東京大学 小児用補助人工心臓 改良 承認 平成27年6月18日

11 国立がん研究センター LASEREO 改良 認証 平成24年4月26日

12 名古屋大学 手術ロボット支援システム 改良 承認 平成27年6月19日

13 京都大学 レプチン 新規 承認 平成25年3月25日

14 京都大学 レザフィリン 改良 承認 平成27年5月26日

15 京都大学 PD レーザ 改良 承認 平成27年5月26日

16 京都大学 食道癌PDT専用プローブ 改良 認証 平成27年5月26日

17 京都大学 サンコン Ｋｙｏｔｏ－ＣＳ 新規 認証 平成28年2月15日

18 大阪大学 上肢カッティングガイド 改良 認証 平成25年6月21日

19 大阪大学 上肢カスタムメイドプレート 改良 承認 平成26年2月28日

20 大阪大学 筋芽細胞シート 新規 承認 平成27年9月18日

21 国立循環器病センター 術野カメラ 改良 認証 平成25年12月18日

革新的医療技術創出拠点プロジェクト
製造販売承認･認証取得リスト（H19年8月～H28年8月1日）
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未 名古屋大学 NUUデバイス 改良 認証 平成27年3月17日

未 京都大学 リアルタイム臓器投影システム 改良 認証 平成28年3月29日
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品目名 対象疾患 発明者 事業名 引受企業

医
療
機
器

1 チタンブリッジ

（甲状軟骨形成
術2 型）

内転型
痙攣性発声障害

京都大学名誉教授

一色信彦教授

難病プロジェクト ノーベル

ファーマ
（株）

2 癒着防止
吸収性バリア

トレハロース注入に
よる臓器や腹膜の
術後癒着の低減

東京大学・大学院工学系研
究科バイオエンジニアリング
専攻
鄭 雄一教授

橋渡しⅠ期
プロジェクト

（株）大塚
製薬工場

再
生
医
療
等
製
品

3 STR01 
（自家骨髄
間葉系幹細胞）

脊髄損傷 札幌医科大学・医学部附属
フロンティア医学研究所・
神経再生医療学部門
本望 修教授

橋渡しⅠ期～
Ⅱ期プロジェクト

ニプロ（株）

4 G47Δ

（遺伝子組み換
えヘルペスウイ
ルス）

悪性脳腫瘍
（神経膠腫）

東京大学・医科学研究所・
先端がん治療分野
藤堂 具紀教授

がんTR～橋渡し
Ⅱ期プロジェクト

第一三共
（株）

5 自家心臓内
幹細胞

小児先天性心疾患
（機能的単心室症）

岡山大学病院・新医療研究
開発センター再生医療部
王 英正教授

京大流動
プロジェクト～
橋渡しⅡ期
プロジェクト

（株）日本
再生医療

【先駆け審査】 医療機器・再生医療等製品の指定 5品目
厚生労働省 2016年2月10日発表

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000111934.html
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すべてアカデミア発‐ Disruptive Innovations ‐
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 脊損による車椅子生活、寝たきり生活を

限りなく「0」に近づけること

 脳梗塞による寝たきり生活、要介護状態を

限りなく「0」に近づけること

 重症下肢虚血による下肢切断を

限りなく「0」に近づけること

 その他 Much more…

今後5年以内に実現可能なこと
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日本再興戦略
二．戦略市場創造プラン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57

テーマ１：国民の「健康寿命」の延伸・・・・・・・・・・・・・・・・・・59
①効果的な予防サービスや健康管理の充実により、健やかに生活し、老いることができる社会
②医療関連産業の活性化により、必要な世界最先端の医療等が受けられる社会
③病気やけがをしても、良質な医療・介護へのアクセスにより、早く社会に復帰できる社会

但し、適切な医療政策と適切な投資によって

百歳現役社会へ

2017/2/4 日本学術フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会議の立場』

本日の論点

1. 科学・技術者国之大事。
死生之地、存亡之道、不可不察也。
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2. 有機械者必有機事。
有機事者必有機心。

3. 吾盾之堅、莫能陥也。
吾矛之利、於物無不陥也。 （矛盾之説）

4. 過而不改、是謂過矣。

荘子

倣 孫子

論語

韓非子
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医療イノベーション成果

1. ロボットスーツHAL ・・・ 承認済、市販

2. 胎児心電図 ・・・ 承認申請中

3. マラリアワクチン ・・・ 治験中

4. 鼓膜再生 ・・・ 承認申請準備中

5. 神経再生 ・・・ 承認申請準備中

… and much more
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軍事利用可能技術ならびに軍需物資となり得るもの
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ロボットスーツHAL
2015年11月25日承認・

2016年４月より保険適用！

サイバニクス・BMI/BCI革命
Cybernicsによる障害克服

 Cybernics was coined from cybernetics, 
mechatronics, and informatics by Prof. Sankai.

 HAL: Hybrid Assistive Limb 

医学的効果の推測されるメカニズムと展望

・神経可塑性を促進

・運動神経・筋の保護効果

・廃用性筋萎縮の治療

2017/2/4

Neuro‐muscular plasticity
神経・筋可塑性（NMR)

Interactive bio‐feedback療法

国立病院機構新潟病院
中島孝先生による
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ロボットスーツHAL
＜筑波大学山海嘉之教授の発明＞

厚労省・難病プロジェクトの成果
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胎児心電図
＜東北大学木村芳孝教授の発明＞
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承認申請中

文科省・橋渡しプロジェクトの成果

2017/2/4
日本学術フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会議の立場』

秘密特許制度
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2. 有機械者必有機事。
有機事者必有機心。

3. 吾盾之堅、莫能陥也。
吾矛之利、於物無不陥也。 （矛盾之説）

4. 過而不改、是謂過矣。

荘子

倣 孫子

論語

韓非子
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Ｈ５Ｎ１
ワクチンvs猛毒ウイルス
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バイオハザード1

December 20, 2011
NIH News Releases
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Prof. Y. Kawaoka
ウィスコンシン大、

東大医科研
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哲学のない科学・技術は

凶器である

科学と技術

E = mc2

17日本学術フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会議の立場』

2017/2/4 18

“進歩という蜃気楼の墓場”

S.アレクシェービッチ 2011.4
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2015年ノーベル文学賞受賞
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*ピーター・ナヴァロ氏
国家通商会議委員長
大統領補佐官 対中強攻派
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F

2017.1.19
朝日新聞

F35＝制空戦闘機の最先端、
『第五世代戦闘機』

任務：防空と対地攻撃及び偵察
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2017.1.3
日本経済新聞

2016.12.23
毎日新聞
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2. 有機械者必有機事。
有機事者必有機心。

3. 吾盾之堅、莫能陥也。
吾矛之利、於物無不陥也。 （矛盾之説）

4. 過而不改、是謂過矣。

荘子

倣 孫子

論語

韓非子
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アインシュタインの苦悩

私たちがこの兵器をアメリカとイギリス国民のもとに送り届けたのは、
彼らに全人類の受託者とういう役割、平和と自由の戦士としての役割を任せたからです。
しかし、今のところ、平和の保障は何も見受けられません。
大西洋憲章が各国に約束したはずの自由は、保障されていません。

戦争には勝ちました。だが、平和は勝ちえていません。

（1945年12月10日 第5回ノーベル記念日晩餐会でのスピーチ）
出典（音声）：『英語で聴く世界を変えたスピーチ』

アインシュタインからルーズベルト大統領にあてた手紙
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その時、いったいあなたは
科学者として何をするのか？
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オッペンハイマー 石井四郎（軍医中将）

マンハッタン計画

中国河北省での毒ガス弾発掘・鑑定作業
出典： 『東京裁判への道』

粟屋憲太郎著/講談社学術文庫
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出典： Wikipedia
「ロバート・オッペンハイマー」

出典： Wikipedia 「ファットマン」

ラッセル-アインシュタイン宣言
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CHARTER FOR SCIENTIFIC WORKERS
The World Federation of Scientific Workers (WFSW)
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1. RESPONSIBILITIES OF, SCIENTIFIC WORKERS

The profession of science, due to the special importance of the consequences of its good or bad use, 
carries with it special responsibilities over and above those of the ordinary duties of citizenship. In 
particular, the scientific worker, because he has or can easily acquire knowledge inaccessible to the 
public, must do his utmost to ensure that that knowledge is employed for good.

These responsibilities, which fall upon scientists either individually or collectively, can be summarised
as follows:
….

1.3 TO THE WORLD:
1.31 To maintain the international character of science.
1.32 To study the underlying causes of war.
1.33 To aid agencies seeking to prevent war and to build stable bases for peace.
1.34 To work against diversion of scientific effort to war preparations: in particular to the 
use of science in providing methods of mass destruction.
1.35 To resist movements inspired by anti‐scientific ideas such as irrationalism, mystical 
intuition, racial inequality and the glorification of force.

日本学術フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会議の立場』

Adopted by the WFSW 
General Assembly in February, 1948

過去を記憶できない者は、

過去を繰り返すよう運命づけられている
George Santayana

（1863年12月16日 ‐ 1952年9月26日、スペイン出身のアメリカの哲学者・詩人）

歴史から学ばぬものに
未来はない
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今後必要なこと：まとめに代えて

1. 科学研究の透明性の確保

2. 学生、科学者の教育と啓発

3. 科学・技術監視機構の設置

4. 科学者憲章による啓発・徹底

Ref. ヘルシンキ宣言

私たち科学者は 人類の未来に commit 

しているのであって 移り変わる

現実に commit しているのではない。

科学者は人類の未来に 重い責任がある。

日本学術フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会議の立場』

1. 大学は科学によって生きねばならない
科学は大学の魂である

2. 生きるとは、つまり世界と交わること
世界へと立ち向かうこと、世界の中で働き、
世界に携わることである

3. 人は、時代の高さに、なかんずく、
に生きなければ

ならない

『大学の使命』 J. オルテガ・イ・ガセット,1930年
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大学の使命

日本学術フォーラム『安全保障と学術の関係：日本学術会議の立場』

時代の理念の高さ


